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春
は
も
う
す
ぐ

林
原
季
節
分
校

あ
さ
八
時
頂
、
四
人
の
児
童
が
白
い

恵
を
吐
き
は
き
柿
原
公
民
館
に
集
ま
っ

て
く
る
。

雪
に
と
ざ
さ
れ
て
通
学
が
不
便
に
な

る
た
め
開
校
さ
れ
る
季
節
分
校
が
、
こ

と
し
も
一
月
十
」
八
日
か
ら
設
け
ら
れ
た

か
ら
だ
。

分
校
は
、
本
校
に
比
べ
て
小
さ
な
教

室
、
少
な
い
友
達
と
、
す
べ
て
が
小
規

模
だ
が
、
こ
ど
も
た
ち
は
、
先
生
と
家

庭
的
な
ふ
ん
囲
気
の
中
で
本
校
の
友
達

に
負
け
な
い
よ
う
勉
強
に
体
育
に
励
ん

で
い
る
。
春
は
も
う
す
ぐ
、
楽
し
い
分

校
生
活
も
あ
と
わ
ず
か
。

▲
春
を
待
つ
柿
原
分
校
の
児
童
た
ち
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江　　府　　町　　報

茹すをめざして
年度決算

議会費40、116千円2．2％

消防費39，909千円2．2％

その他34．018千円1．9％

出

1日臨l牌町議会でIl／用1

54年度の町の各会．汁決算

について総務・経済上本・

教育は生各常任委日長か

ら審査報告があり、いず

れも原案どおり承認され

ました。門口別の決算顆

と比率は次表のとおりで

す。

山村開発センター

◎国民健康保険特別会計
蔵　人　189、527日日
収　＝　181、554一日

◎簡易水道特別会計
蔵　人

歳．－い．

◎米沢財産区特別会計
蔵　人

慮　出

◎神奈川財産区特別会計
歳　入

鹿　川

◎江尾財産区特別会計
成　人

・lk．■l一．

69．865千日
67，863日リ

2．817丁一日

1．452千Ilj

l rH
O Hリ

637丁1日

167日り

◎住宅新築資金等貸付事業

蔵　人　16，628日り

歳　出　16．576日リ

◎老人居室整備資金貸付事業

蔵　人　13．167丁一日
鹿　川　13．165丁一日

◎障害者住宅整備資金貸付事業

蔵　人　　　6，673千日
叔JI1　　6．646千llJ

◎南大山国民宿舎山荘甘酒茶屋事業会計

収　入　　70．037千日

支　出　　69，280†一日

1世帯あたりの決算
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町 民 1 人 あ た り の 決 井 の う ち わ け

5 072人（3月末）r

歳 入　 3 8 1，88 2 円 歳 出　 3 5 7，93 9 円

地方交付税 123，074 円

h 県支出金 81，720 円

匪 頭
教 育 費

43，543円

総 務 費　 公 債 費

＼町 債　 67，922円 4 1，129円　　 29，797円

毒

短

その他

土2詔。／町　 税　 26，552 円

国庫支出金19，763 円 商 工 費

9，519 円

財産収入　 2，001円
＝ ；：●；－‥

6，707 円

讐管 系 323円

その他 60，527円

明るい
昭和54

明倫小学校体育館
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2月28日～3月13日

春の全国

火災予防運動

冬から春先にかけては一番火

災が発生しやすい季節です。と

くに2・3日は火災の発生が多

く、県内では55年上半期（1月

～6日）の37％がこの時期に集

中しています。とくに3月は最

も少をい6月の（15件）約3倍

も火災が発生しています。

今年も2日28日から3月13日

まで「春の全国火災予防運動」

が展開されます。お宅の火の元

は大丈夫でしょうか。

昭和55年の鳥取県の火災状況

調べによりますと、55年中の火

災発生件数は、昨年より51件減

り339件、この火災による死者

12人（うち老人と幼児6人）、

損害額は5億6千5百万円にも

のぼっています。このことは、

つまり県内のどこかで、1日平

均1件の火災が発生し、155万

円もの貴重を財産が灰に在って

いる計算になります。

たき火が火災原因のトノブ

出火の原因は、「たき火」、

「たばこ」「火あそび」の順で、

あい変らずワースト3となって

います。

江府町での55年中の火災発生

件数は、2件で、出火原因は、

いずれも風呂場でした。

尊い人命と貴重な財産を火災

から守るためにも、一人ひとり

がふだんから火の元に注意する

とともにミいざミ　というときに

どうするかを、日ごろから家族

みんなで話し合うをど、安全防

災のレベルを高める努力が大切

です。

報

†：・ト1：

町
政
㊥
サ
き
き

一
月
二
十
二
日
開
催
の
町
議

会
臨
時
会
に
お
け
る
町
長
の
行

政
報
告
か
ら
、
そ
の
主
な
も
の

町府江

選
挙
管
理
委
員
に

藤
　
近
雄
氏

総
　
務

・
新
年
度
事
業
要
望
に
つ
い
て
、
例
年

県
に
協
議
、
陳
情
を
し
て
い
る
が
、
昭

和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
補
助
金
及
び

地
方
債
を
予
定
し
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
、
一
月
十
六
日
、
十
七
日
の
両
日
に

わ
た
り
、
県
知
事
以
下
六
部
二
十
課
に

要
望
、
陳
情
を
し
た
。

・
一
月
二
十
日
選
挙
管
理
委
員
会
を
開

催
し
、
t
月
十
七
日
付
に
よ
っ
て
、
現

選
挙
管
理
委
員
　
影
山
与
一
氏
か
ら
健

凍
上
の
理
由
で
撞
出
さ
れ
た
退
職
届
を

承
認
し
、
後
任
に
、
昭
和
五
十
三
年
八

月
の
議
会
で
選
挙
さ
れ
た
補
充
貝
第
一

順
位
で
あ
る
、
藤
近
雄
氏
（
日
の
話
）

の
就
任
を
決
定
し
た
。

企
　
画

・
俣
野
川
発
電
所
建
設
に
伴
う
町
並
び

に
地
域
の
協
力
に
対
す
る
中
電
か
ら
の

協
力
料
の
問
題
に
つ
い
て
、
現
在
十
回

に
わ
た
り
関
係
地
区
代
表
者
合
議
を
開

催
し
、
こ
の
配
分
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
る
が
、
す
で
に
町
並
び
に
関
係
地
区

外
、
関
係
地
区
へ
の
大
割
配
分
に
つ
い

て
町
長
案
の
了
承
を
得
、
更
に
関
係
地

区
配
分
に
つ
い
て
も
、
町
長
案
提
示
に

よ
る
網
走
の
方
向
が
見
通
さ
れ
、
近
く

配
分
決
定
の
段
階
と
な
っ
た
。

私
は
、
こ
の
協
力
料
の
一
部
を
基
金

積
立
と
し
、
一
世
帯
当
り
一
万
円
の
基

●

金
利
子
を
目
途
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地

域
振
興
対
策
の
財
政
資
金
と
し
て
地
域

の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
は
画
期
的
な

こ
と
で
あ
る
と
思
考
す
る
。

将
来
の
行
政
計
画
に
つ
い
て
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
協
議
し
、
晴
力

あ
る
行
政
施
策
を
進
め
て
参
り
た
い
と

考
え
る
。

協
力
料
の
配
分
決
意
は
十
分
検
討
し

実
情
を
踏
ま
え
、
公
平
に
、
均
衡
の
と

れ
た
、
適
切
な
措
置
を
し
を
け
れ
ば
を

ら
な
い
。

町
民
総
合
運
動
場

建
設
工
事
に
着
手

・
自
任
運
動
公
園
の
建
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
土
地
関
係
者
の
ご
理
解
を
得
て

す
で
に
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
建
設
に

着
手
、
町
民
運
動
場
造
成
工
事
に
つ
い

て
も
一
月
二
十
日
入
札
執
行
を
行
い
、

工
事
に
着
手
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

町
民
総
合
運
動
場
造
成
工
事

請
負
業
者
　
　
浜
本
組

請
負
金
額
　
　
六
千
七
百
万
円

を
お
、
諸
般
の
事
情
で
年
度
末
も
押

し
迫
り
、
事
業
の
繰
越
も
予
定
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
和
対
策

・
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
．
強

化
改
正
要
求
第
二
波
総
決
起
集
会
が
、

一
月
十
七
日
東
京
都
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
加
藤
助
役
、
下
村
議
長
が
参
加
し

た
。

・
同
和
対
策
事
業
入
札
執
行

地
区
広
場
新
設
工
事

請
負
業
者
　
住
田
組

請
負
金
額
　
三
百
三
十
万
円

教
　
育

・
第
六
回
県
中
学
校
総
体
ス
キ
ー
大
会

が
、
一
月
十
七
日
若
桜
町
氷
の
山
ス
キ

ー
場
で
開
か
れ
、
各
種
目
に
男
女
共
上

位
入
賞
の
江
府
中
学
校
が
六
連
勝
を
飾

っ
た
。
こ
れ
は
、
第
一
回
南
大
山
大
会

以
来
の
連
続
優
勝
で
あ
り
、
そ
の
栄
誉

を
称
え
る
も
の
で
あ
る
。

町長日誌

ー1月一

2
日
励
　
正
月
マ
ラ
ソ
ン
大
会

3
日
出
　
久
連
行
政
座
談
会

5
日
㈲
　
ご
用
始
め

6
日
㈹
　
消
防
出
初
め
式

7
日
㈱
　
俣
野
川
発
電
計
画
代
表
者

会
議

8
［
口
木

9
日
也

1
0
日
出

1
1
日
㈲

1
2
日
㈲

1
3
日
㈹

郡
共
済
合
併
専
門
部
会

大
山
開
発
局
会
議
、
下
蚊

屋
役
員
来
庁
、
農
協
三
役

会
議

水
田
利
用
再
編
対
策
協
議

会
（
鳥
取
）
、
消
防
第
一

分
団
会
議

洲
河
崎
行
政
座
談
会
、
結

婚
式

西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

日
野
郡
行
政
懇
談
会
、
郡
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報

昌麒臨賢が合併
合併予備契約書に調印

▲合併予備契約書の調印式（日野総合事務所で）

と
し
、
事
務
所
は
、
日
野
町
根
雨
に
置

か
れ
ま
す
。

共
済
事
業
は
、
農
蚕
園
芸
、
家
畜
、

任
意
共
済
（
農
機
具
、
建
物
）
な
ど
が

取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

寄
宿
舎
で
楽
し
い

集

団

生

活

一
月
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
る
江
府
中

学
校
の
寄
宿
舎
の
生
徒
た
ち
は
、
す
っ

か
り
集
団
生
活
に
慣
れ
、
楽
し
い
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
男
二
十
七
人
、
女
三
十
七
人

の
計
六
十
四
人
が
共
同
生
活
を
し
て
い

ま
す
。

午
前
六
時
三
十
分
に
起
床
し
て
点
呼
、

朝
食
、
登
校
。
午
後
六
時
頃
か
ら
清
掃
、

尋
入
浴
、
夕
食
、
学
習
な
ど
の
規
律
正
し

い
生
活
。
　
生
徒
た
ち
か
ら
の
声
は
、

「
た
く
さ
ん
の
人
と
話
が
で
き
て
非
常

に
楽
し
い
」
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
。

生
徒
た
ち
は
時
間
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と

な
く
伸
び
伸
び
と
生
活
し
、
家
族
的
ム

ー
ド
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
楽
し
い
寮
生
活
は
、
二
月
末
の

雪
ど
け
ま
で
続
き
ま
す
。

新
組
合
4
月
に
発
足

五
十
一
年
か
ら
日
野
郡
四
町
農
業
共

済
組
合
（
日
南
、
日
野
、
江
府
、
溝
口
）

の
合
併
が
農
業
共
済
組
合
広
域
合
併
推

進
協
請
合
（
井
上
健
治
・
会
長
）
を
設

立
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
合
併
協
議
が
成
立
し
、
一
月
二

十
八
日
、
日
野
町
で
合
併
予
備
契
約
書

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
の

農
業
共
済
組
合
の
合
併
は
、
鳥
取
市
に

次
い
で
日
野
郡
が
二
番
目
で
す
。

調
印
式
は
、
井
上
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
白
根
弘
業
・
日
野
地
方
農

林
振
興
局
振
興
課
長
が
こ
れ
ま
で
の
合

併
経
過
報
告
の
の
ち
、
各
町
の
共
済
組

合
長
、
立
会
人
の
井
L
会
長
、
磯
田
俊

二
・
県
農
業
共
酒
組
合
連
合
会
長
が
広

域
合
併
予
備
契
約
書
に
署
名
し
て
調
印

式
を
終
り
ま
し
た
。

新
組
合
は
、
四
日
一
日
発
足
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
設
立

委
員
の
選
任
、
各
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
合

併
議
決
、
溝
口
町
が
議
会
で
事
業
廃
止

条
例
議
決
を
し
た
の
ち
設
立
委
員
会
を

開
き
、
県
知
事
へ
の
合
併
認
可
申
請
な

ど
の
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
組
合
の

名
称
は
「
日
野
地
方
農
業
共
済
組
合
」

▲元気に豆まきをする子供たち

1
4
日
㈹

1
5
日
㈱

16
日
働

～1
7
日
㈹

17
日
㈹

18
日
㈲

19
日
㈲

2
0
日
㈹

2
1
日
㈹

ト
こ
た
つ
を
か
こ
ん
で
美
し
い
ひ
と
と
き

み
ん
な
で
オ
二
退
治

保
育
園
で
豆
ま
き

二
月
三
日
、
子
供
の
国
保
育
園
で
は

百
匹
以
上
の
か
わ
い
い
鬼
さ
ん
た
ち
が

遊
戯
室
に
勢
ぞ
ろ
い
し
、
豆
ま
き
を
し

ま
し
た
。

ち
び
っ
子
兎
た
ち
は
、
陽
気
に
は
し

ゃ
ぎ
な
が
ら
忙
し
く
豆
拾
い
。
怠
け
鬼
、

意
地
悪
鬼
、
泣
き
虫
鬼
、
怒
り
鬼
を
退

治
し
、
満
足
そ
う
な
表
情
で
し
た
。

2
2
日
㈱

2
3
日
㈱

2
4
日
㈹

2
5
日
㈲

26
日
㈲

～3
1
日
比

28
日
㈹

3
1
日
出

社
数
常
任
委
員
会
、
日
南

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
完

工
式

俣
野
川
発
電
計
画
代
表
者

会
議

成
人
式
、
高
齢
者
顕
彰
式

新
年
度
事
業
要
望
（
鳥
取
）

消
防
第
二
分
団
会
議

農
協
婦
人
部
及
び
家
の
光

大
会

商
工
会
工
業
経
営
者
部
会
、

俣
野
川
発
電
計
画
代
表
個

別
協
議

米
沢
小
ス
キ
ー
場
開
き
・

P
T
A
大
臣
表
彰
祝
賀
会
、

遥
挙
管
理
委
員
会
、
町
共

済
組
合
役
員
会
、
町
民
総

合
運
動
場
工
事
入
札
、
貝

田
役
員
来
庁

杉
谷
役
員
∵
本
五
役
員
・

県
土
木
部
長
河
上
課
長
来

庁臨
時
町
議
会

電
化
記
念
団
体
旅
行
計
画

会
議
、
俣
野
川
発
電
計
画

代
表
者
会
議

中
学
校
P
T
A
役
員

農
協
部
会
長
会
議

町
婦
人
大
会
、
町
ス
キ
ー

大
会
、
夏
大
根
組
合
協
議

会
総
会

予
算
査
定

郡
共
済
合
併
予
備
調
印
式
、

広
域
管
理
組
合
議
会

町
俳
句
会

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府　　町　　報

＝寒さに小心であると共に
大胆に寒さに立ち向かう＝

冬は暖かく過ごす工夫をすると

同時に、寒さにきたえるというこ

とも考えてみましょう。

・一日一回の散歩で新鮮な空気

を吸いましょう。

・手首、首のあたりを冷水で固

くしぼったタオルでこすりま

しょう。

かぜの予防と手当

かぜとは…

鼻やのどなど上気道と呼ばれる

ところが赤く腫れてくる病的な

反応です。原因としてはウイル

スと呼ばれる病的微生物の感染

によりますが、過労も誘因の1

つと考えられます。

予防

・うがいをしましょう。

・手を洗いましょう。

・体をきたえ、睡眠を十分にと

り、規則正しい生活をしまし

ょう。

・体を冷やさをいようにしまし

ょう。

手当

・ミカゼは万病のもとミ　早目に

手当しましょう。

・安静第一。暖かくして寝まし

ょう。

・水分、栄養を充分にとりまし

ょう。

、、、i§

検診を受けて健康を守ろう

あなたは健康ですか。自分の健康は自分で守らなけれ

ばなりません。また、小さな子供さんはお母さんが気を

つけてあげて下さい。

病気は重症になってからでは治療がむずかしく、どん

な病気でも早期発見、早期治療が大切です。

町では、町民のみなさんの健康を守るため、各種の検

診・相談を実施しています。ご利用下さい。

乳幼児相談

と　き　3月18日（水）

9．00～11．00

13．00～・15．00

ところ　江府町役場裏二階

該当児　生後2カ月～12カ月の児

及び希望児

内　容　身体計測、保健相談

ポリオ帥児マヒ）生ワクチン投与

と　き　3月27日（金）

午後2．00～3．00

ところ　江府町役場裏二階

該当児　昭和52年2月1日～

55年10月31日までの

出生児

○母子手帳をもってくること。

○服用日は、家で体温をはかって

おくこと。

○熟のある人、下痢をしている人

は投与をさける。

救慧こ？麺塾
・必ず「119番」に電話して下さい。

・救急車を便利主義で、タクシー

代りに使われると困ります。

・救急車が、ほかの所に出動中は、

呼ばれても少し遅れます。皆さ

んで出来る応急処置をどをして

待ってください。

犬の董卓と予防注射

犬の萱鋲と予防注射を、次の日

程で行います。飼い犬を連れて、

近くの会場までお出かけください。

料金は次のとおりです。

・登録料……2．000円

・注射料……1，000円

・注射済票交付手数料……300円

（日程）

月 日欄 時　　 間 場　　 所

4 ／ 7伏 ）

9 ：3 0 ～ 9 ：4 0 宮 市 公 民 館

1 0 ：0 0 ～ 1 0 ：1 0 助 沢 下 前 宅

1 0 ：2（ト 1 0 ：3 0 下 蚊 尾 公 民 館

1 0 ：5 0 ～ 1 1 ：0 0 米 沢 小 学 校 前

1 1 ：1 0 ～ 1 1 ：2 0 御 机 公 民 館

1 1 ：3 0 ～ 1 2 ：0 0 美 用 公 民 館

1 2 ：1 0 ～ 1 2 ：3 0 杉 谷 公 民 館

4 ／ 8（加

9 ：3 0 ～ 1 0 ：1 0 江 府 町 役 場

1 0 ：2 0 ～ 1 0 ：4 0 明通館 （本 5集会所

1 0 ：5 0 ～ 1 1 ：0 0 月 田 公 民 館

1 1 ：1 0 ～ 1 1 ：3 0 下 大 河 原 公 民

1 1 ：3 5 、 1 1 ：4 5 吉 原 公 民 館

4 ／ 9 休）

9 ：0 0 ～ 9 ：1 0 下 安 井 公 民 館

9 ：3 0 、 1 0 ：0 0 農 協 神 奈 川 支 戸

1 0 ：2 0 ～ 1 0 ：3 0 池 の 内 公 民 館

1 0 5 0 ～ 1 1 ：1 0 尾 上 原 作 業 場

1 1 ：3 0 一一 1 1 ：4 0 深 山 口 作 業 場

1 2 ：1 0 － 1 2 ：3 0 佐 川 公 民 館

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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a

●

四
月
か
ら
の
保
険
料
改
定

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
か

ら
日
額
四
、
五
〇
〇
円
に
、
ま
た
、

付
加
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

月
額
四
、
九
〇
〇
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
七
月
に
年
金
額
の

引
上
げ
な
ど
年
金
制
度
が
改
善
さ
れ

た
こ
と
に
伴
っ
て
、
保
険
料
の
額
も

引
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
財
源
は
、
加
入
者
の

納
め
る
保
険
料
と
国
の
負
担
す
る
国

庫
金
で
ま
か
を
わ
れ
て
お
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
、
高
い
年
金
額
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
給
付
に
見
合

う
加
入
者
の
適
正
な
負
担
が
必
要
と

を
る
訳
で
す
が
、
こ
の
場
合
保
険
料

は
、
加
入
者
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
、

軽
く
、
ま
た
、
納
め
や
す
く
す
る
た

め
に
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
加
入
者
が
年

を
と
っ
た
り
、
不
慮
の
事
故
に
あ
い

障
害
者
と
な
っ
た
り
、
夫
を
亡
く
し

母
子
世
帯
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
に

そ
れ
ぞ
れ
年
金
を
支
給
し
て
、
生
活

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
が
、
生
活
の
支
え
と
在

り
価
値
あ
る
年
金
と
な
る
た
め
に
も
、

保
険
料
の
お
さ
め
忘
れ
を
ど
で
障
害

年
金
や
母
子
年
金
が
、
ま
た
将
来
老

齢
年
金
が
う
け
ち
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
必
ず
保
険

料
は
、
期
限
ま
で
に
お
さ
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

月
々
納
め
る
の
が
め
ん
ど
う
だ
と

い
う
人
に
は
、
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料

を
お
さ
め
ら
れ
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
ま
た
は

も
よ
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

∋

ザ
」
存
‥
レ
で
す
か

国
はにるナ軌を給支

年
金
が
も
ら
え

る
身
で
あ
り
な
が

ら
、
請
求
し
を
い

た
め
に
支
給
を
受

け
て
い
な
い
方
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
な
ど

の
年
金
を
う
け
る
人
で
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
年
金
を
も
ら
う
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
る
場
合
は
、
年
金
の
裁
定
請
求

書
に
必
要
書
類
を
そ
え
て
、
町
役
場

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
＝
国
民
年
金
手
帳

通
算
老
齢
年
金
＝
他
の
年
金
制
度
の

通
算
対
象
期
間
確
認
書
・
国
民
年
金

手
帳

障
害
年
金
＝
医
師
が
作
成
す
る
診
断

書
・
国
民
年
金
手
帳

母
子
年
金
・
準
母
子
年
金
・
遺
児
年

金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
の
場

合
＝
住
民
票
の
写
し
・
国
民
年
金
手

帳
年
金
の
支
給
が
決
定
さ
れ
ま
す
と
、

「
国
民
年
金
証
書
」
が
本
人
に
送
ら

れ
ま
す
。

－
母
乳
で
育
て
よ
う
ー健やかな人間づくり

全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
で
は
、
こ
こ
数
年
「
母
乳
で
赤
ち

ゃ
ん
を
育
て
る
運
動
」
を
提
唱
し
、

婦
人
民
生
委
員
が
推
進
役
に
を
っ
て

個
々
の
お
母
さ
ん
方
に
啓
発
し
て
き

ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
民
生
委
員
が
独
自
の

活
動
を
行
う
の
で
は
を
く
、
保
健
所

や
お
医
者
さ
ん
の
指
導
に
お
手
伝
い

す
る
形
を
と
っ
て
い
る
も
の
で
、
母

乳
は
栄
養
的
に
他
の
乳
児
食
品
よ
り

も
す
ぐ
れ
て
い
る
だ
け
で
を
く
、
い

ろ
い
ろ
の
病
気
に
対
す
る
免
疫
性
が

あ
る
こ
と
を
見
直
し
た
い
、
と
し
て

い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
大
事
な
点
は
、
人

間
と
し
て
育
つ
過
程
に
必
要
を
情
緒

の
発
達
に
、
大
き
な
役
割
り
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
の
社
会
で
問
題
と
な
す
て
い

る
非
行
少
年
は
、
も
の
の
考
え
方
が

自
己
中
心
的
で
、
情
緒
の
発
達
は
二

～
三
歳
児
と
同
じ
だ
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
情
緒
が
豊
か
に
な
る
第
一

段
階
は
、
母
乳
を
与
え
る
時
機
に
あ

る
と
い
う
の
で
す
。

母
乳
を
の
み
な
が
ら
母
親
の
顔
を

ジ
ッ
と
見
つ
め
る
、
こ
の
こ
と
を
皮

き
り
に
母
親
（
そ
れ
に
代
わ
る
保

護
者
）
　
に
か
ら
だ
ご
と
ぶ
つ
か
り
、

相
手
を
し
て
も
ら
っ
て
発
達
す
る

も
の
で
す
。

情
緒
障
害
・
自
閉
症
二
吉
葉
の

遅
れ
な
ど
と
い
わ
れ
る
”
心
の
病

気
〃
を
持
つ
子
供
た
ち
の
多
く
の

原
因
は
、
独
立
心
の
あ
る
子
に
と
、

生
後
一
年
間
の
あ
い
だ
に
は
っ
て

お
か
れ
た
例
が
多
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

う
れ
し
い
・
悲
し
い
・
お
い
し

い
・
痛
い
・
快
い
、
と
い
っ
た
人

間
的
感
覚
は
、
こ
の
時
期
に
育
つ

と
す
れ
ば
、
生
後
一
年
間
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
、
甘
や
か
す
・
抱
き

く
せ
が
つ
く
・
自
尊
心
が
育
た
な

い
、
を
ど
と
い
う
理
論
で
、
ベ
ッ

ド
に
ひ
と
り
寝
か
せ
る
の
が
近
代

的
育
児
法
で
は
な
い
、
と
い
え
ま

す
。ア

メ
リ
カ
の
母
親
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
そ
ば
に
い
る
時
間
は
短
い
が
、

絶
え
ず
話
し
か
け
た
り
、
動
か
し

た
り
、
一
緒
に
遊
ん
で
や
る
よ
う

に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る
が
、

日
本
の
母
親
は
、
そ
ば
に
い
る
時

間
は
長
い
が
、
泣
い
た
り
、
ぐ
ず

っ
た
ら
、
な
だ
め
る
だ
け
で
後
は

黙
っ
て
座
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
は
各

と
牡
丹
の
ふ
れ
合
い
、
話
し
か
け
、

一
緒
の
遊
び
、
こ
れ
が
人
間
形
成

の
大
切
な
時
で
あ
る
こ
と
を
見
な

お
し
、
せ
め
て
一
年
間
は
母
親
が

心
を
こ
め
て
育
児
に
専
念
し
て
は

し
い
も
の
で
す
。

（
江
府
町
民
生
委
員
協
議
会
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和56年2日28日発行＝（8）

郷
土
の
近
世
生
活
資
料

報T
J

m
P府江

ふるさと歳時記
⑳

採
草
地
を
め
ぐ
る
山
論
0

天
明
八
年

用
村寛

政
三
年

原
村事

和
二
年

久
連
村

享
和
三
年

二
七
八
八
）
　
杉
谷
村
と
無

二
七
九
二
佐
川
村
と
柿

二
八
〇
二
）
洲
河
崎
村
と

出
た
も
の
の
う
ち
、
幸
い
今
日
ま
で
文
書

が
保
存
さ
れ
て
い
る
事
例
の
み
で
、
こ
の

外
に
も
大
小
の
争
い
が
繰
返
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
。

二
八
〇
三
）

文
書
に
残
る
幸
手
争
い

現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
町
内
の

古
文
書
の
中
か
ら
、
革
手
争
い
　
（
山
論
）

を
内
容
と
す
る
も
の
を
年
代
順
に
追
っ
て

机
村
と
作
州
別
所
村

文
化
八
～
十
年
二
八
一
一

小
柳
村
・
大
沌
村
・
添
谷
村

文
政
二
年
二
八
一
九
）

大
山
寺
領
御

）
大
山
寺
領

武
庫
村
と
洲

”
葦
草
山
〃
と
も
い
う
草
山

み
る
と
、

正
徳
二
年

蚊
屋
村

二
七
一
二
）
　
助
沢
村
と
下

河
崎
村

同
　
年
　
洲
河
崎
村
と
半
ノ
上
村

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
　
三
机
村
と
下

蚊
屋
村
、
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
当
事
者
間
で
解

決
で
き
ず
、
大
庄
屈
な
ど
の
役
所
へ
訴
え

平
地
の
乏
し
い
わ
が
国
で
は
、
古
く
か

ら
農
業
は
連
年
耕
作
を
行
っ
て
き
た
。
そ

れ
を
可
能
に
す
る
の
は
施
肥
に
よ
る
し
か

な
い
た
め
、
山
草
が
最
も
手
近
か
を
肥
料

と
な
っ
て
用
い
ら
れ
た
。
方
法
と
し
て
は

刈
敦
と
称
す
る
生
草
の
踏
み
込
み
、
牛
馬

の
飼
料
、
敷
革
を
通
じ
た
堆
肥
を
ど
で
、
そ

の
外
は
人
糞
尿
「
か
ね
ご
や
し
」
と
呼
ば
れ

た
干
鰯
、
油
粕
を
ど
で
あ
る
が
、
収
支
の

計
算
、
交
通
事
情
か
ら
し
て
自
給
肥
料
の

野
草
に
依
存
す
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
多
量
の
草
を
刈
れ
る
採
草
地

は
広
大
な
面
積
を
必
要
と
し
、
そ
の
上
、

管
理
に
つ
い
て
も
立
木
を
つ
く
ら
ぬ
よ
う

意
を
用
い
　
「
善
事
山
」
と
称
し
て
大
切
に

し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
開
田
が
す
す
み
、
農
耕
技
術
も

発
達
し
て
く
る
と
草
の
需
要
も
増
加
す
る

が
、
個
々
に
探
草
地
を
持
つ
こ
と
が
で
き

を
い
か
ら
〝
入
会
地
″
が
成
立
し
、
共
同

の
採
草
地
や
薪
炭
林
に
よ
っ
て
村
の
生
活

基
盤
が
確
保
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
生
活
基
盤
を
他
人
に
荒
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
死
活
に
つ
な
が
る

事
件
で
あ
っ
た
に
違
い
を
い
。

命
令
命
令
㊨
㊨
㊨

人
の
動
き
＝
月
届
）

㊥
命
命
令
㊨
あ
あ

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

貝
　
田
　
遠
藤
　
貴
志
　
　
功
　
長
男

柿
　
原
　
清
水
　
隆
司
　
昭
広
　
長
男

荒
　
田
　
藤
原
美
沙
季
　
淳
一
長
女

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

黒
田

影
山

謂
）

新
見
　
暢

佐
藤
　
博

ぴ

新久美久
二連用連

川
上
く
ま
よ
7
3
歳
英
雄
宅

下
垣
美
代
治
郎
7
3
歳
衛
宅

杉
原
園
治
8
4
歳
覚
雄
宅

遠
藤
正
人
7
9
歳
明
子
宅

帥
用
兵
貼
）

冊
机
百
鍼
）

蛸
m
由
美
び

……．．－用）

錮
原
調
）

…
用
る
り
ぴ

吉
原

東
京
都
台
東
区
か
ら

江
尾

日
南
町
笠
木
か
ら

東
伯
郡
東
伯
町

久
遠
か
ら

東
伯
郡
赤
碕
町

江
尾
か
ら

西
伯
郡
大
山
町

大
河
原
か
ら

溝
口
町
三
部

江
尾
か
ら

小
江
尾

江
尾
か
ら

銅
佐
代
用
）

福
岡
県
山
門
郡

洲
河
崎
か
ら

島
根
県
能
義
郡
か
ら

江
尾

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

一
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

大
河
原
　
安
田
善
人
殿

（
父
米
就
様
ご
逝
去
）

久
連
　
　
川
上
英
雄
殿

（
母
く
ま
よ
様
ご
逝
去
）

内
祝
い
と
し
て

武
庫
　
宇
田
川
哲
雄
殿
（
本
人
様
退
院
）

西
成
　
中
祖
　
近
好
殿
（
本
人
様
退
院
）

佐
川
　
住
田
　
亀
雄
殿
（
本
人
様
退
院
）

本
三
　
樋
口
　
保
夫
殿
（
本
人
様
退
院
）

久
遠
　
関
内
　
明
美
殿
（
本
人
様
退
院
）

佐
川
　
前
田
喜
太
郎
殿
（
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

し
十
二
月
末
累
計
額

二
百
五
十
六
万
二
千
三
円

2
．
一
日
中
寄
付
額
　
八
万
七
千
円

内
　
　
訳

快
気
祝
　
　
六
万
七
千
円

香
典
返
し
　
　
二
万
円

3
．
支
出
額

需
用
費
　
　
　
五
千
四
十
円

4
二
月
禾
累
計
額

二
百
六
十
四
万
八
千
九
百
六
十

三
円

●
■

Soumu
四角形


